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【各試合の結果・詳細】
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＜戦評＞

３２分大石

ジャッジ 星　めぐみ、若林　美枝

コカ・コーラ

7 勝 1

首位を走るコカ・コーラウエストレッドスパークスと、地元開催で勝ち点の上積みを狙いたいグラクソ・ス
ミスクラインの対戦は、グラクソのバックパスで開始された。試合開始直後から中盤を支配するCCWR
は立て続けにPCを獲得し、５分PCからFB#１８李が決め先制した。１７分にもPCから再びFB#１８李が
ストレートで右下に決めると１８分にはFW#１６金が右４５度からクリーンシュートを決め３－０とした。２６
分にもFW#１３加藤がサークル手前でパスを受けると、左に切り込みながら押し込み追加点を挙げた。
グラクソも３２分、PCからFB#７大石がタッチシュートを決め追いすがるが、直後の３４分CCWRはPCか
らFB#８小野が右隅にストレートで決め５－１で前半を折り返した。
後半、反撃したいグラクソは、３８分相手DFのトラップミスからPCを４本得るが、決めてを欠き得点する
ことができない。CCWRは次第にペースを取り戻すと６０分、右からのパスを受けたFW#９新井が左隅に
クリーンシュートを決めた。更に６３分には、MF#５西村がサークルトップから切り込んで押し込み７－１
とした。グラクソはCCWRの前線からのプレッシャーで思うようにパスを繋ぐことが出来ず、CCWRが決
定力の差を見せつける一戦であった。
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４４分植田
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SONY
南都銀行

４０分林、５３分中島
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最終節、栃木シリーズ初戦は南都銀行SOOTING STARSのセンターパスで開始された。立ち上がりか
らやや攻勢に試合を進めるソニーHC BRAVIA Ladiesは、再三南都銀行ゴール前に攻め込むが、決定
打を欠き得点することが出来ない。南都銀行もGK金剛を中心とする堅い守りから攻撃に転じるも、中
盤でのパスがつながらずチャンスをつかむまでには至らない。SONYは前半５本のPCを取得するも得
点することが出来ず、両チーム無得点のまま前半を折り返した。
後半に入ると試合は動いた。４０分、SONYはPCからFB＃２林が左隅に決めて先制すると、南都銀行も
４４分FW＃７植田が右からのパスに反応してタッチシュートを決め、たちまち同点とした。攻守が激しく
入れ替わる中、SONYは５３分PCからFW#１０中島がタッチシュートを決めて再び勝ち越した。残り時間
が迫るなか白熱したプレーを互いに繰り広げ、食い下がる南都銀行の反撃を退け、SONYが２－１で逃
げ切った。
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